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アクティブ・ラーニングの視点からの
指導案分析②の過程

１ 学びのデザインシートによる授業構想の分析

学びのデザインシート、

授業設計診断ワークシート②による。

２ 振り返り
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１ 学びのデザインシートによる授業構想の分析

（85分）
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学びのデザインシート

学びのデザインシート（記入例）

授業設計診断

ワークシート②

学びのデザインシートによる授業構想の分析
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「見方・考え方」を働かせた学びの先に求めること

解決したい
課題や問い

【理科】

サンプルA、B、C の３つの砂は,
それぞれ天竜川・大井川・狩野川
のうちのどれに相当するか？?

学びのデザインシートによる授業構想の分析
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「見方・考え方」を働かせた学びの先に求めること

解決したい
課題や問い

【公民】

消費期限間近のコンビニの食品を

使って、その日の食べ物に困っている子
どもたちに与えるシステムを考えることに
賛成か、反対か？
その理由を根拠にもとづいて説明して
ください。

?

学びのデザインシートによる授業構想の分析

生徒の実態より少し高めで、
対話を必要とする課題であるか？
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「見方・考え方」を働かせた学びの先に求めること

学びのデザインシートによる授業構想の分析

多面的・多角的な視点からの
材料となっているか？

考えるため
の材料

Ａ 廃棄対象食品による支援は、人間の
尊厳を傷つける可能性を持つことに
気付く。

Ｂ 棚いっぱいの在庫が購買意欲をかき
立て、売り上げ向上と大量の売れ残り
食品の廃棄につながることに気付く。

C 社会インフラ機能を持ったコンビニが、
社会の持続可能な発展に貢献し得る
ことに気付く。
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「見方・考え方」を働かせた学びの先に求めること

学びのデザインシートによる授業構想の分析

どんな対話が起きるか想定できているか？

対話と思考

【自信を持って主張できる複数論拠】
・これまで持ち得ていない視点
・自信を持って主張し、質問し合う。

【多様な見方・考え方に基づく判断】
・既存の情報のみで判断しない
・多様な見方や考え方を比較・統合

【具体的な提案や新たな課題への気き】
・他者の対話による自分の考えの整理
・新たな課題や具体的な提案の創出
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「見方・考え方」を働かせた学びの先に求めること

学びのデザインシートによる授業構想の分析

生徒の考えを想定することが、
評価の規準にもつながる。

学習の成果

反対。食品を効率よく利用するシステ
ムは合理的でよいと考えていたが、廃棄
対象食品を対象に困窮層の子どもたちを
支援することが、人間の尊厳を傷つける
という視点は持っていなかった。困窮層
の子どもたちの支援については、給付金
などの社会保障制度を充実させる方向で
考えるべきではないか。

!
?
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「見方・考え方」を働かせた学びの先に求めること

学びのデザインシートによる授業構想の分析

教科の本質的な学びへと向かう意欲

学習の成果

条件付きで賛成。支援を受ける子ども
たちは、心のどこかに惨めな思いを抱え
ることになるのではないだろうか。宅配
と組み合わせたり、週に一度「みんなで
廃棄対象食品を使った朝食を食べる日」
を設けたりするなど、支援とは異なる持
続可能な発展へとつながる具体的な方策
を更に考えてみたい。

!
?
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【教科別３人グループ】

①グループでの検討＜【23分】(17分)／１人＞

授業者は、学びのデザインシートに従い授業構想を説明

する。＜【５分】(５分)＞

②グループメンバーは、授業設計診断４項目の視点から、

改善策を提案し合う＜【18分】(12分)＞提案された考

えは、授業設計診断ワークシート②にできるかぎりメモする。

①②を３回繰り返す。

学びのデザインシートによる授業構想の分析
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２ 振り返り（10分）
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【個人による振り返り】

③授業設計診断ワークシート②のメモを考える材料に、

個人で振り返り、再度、授業構想を行う。（10分）

振り返り


